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機構の事業・特色 
日本の高等教育を支えています 
機構は、教育研究の質を高めるために大学等が行う活動を支援するとともに、高等教育段階に 

おける学習成果として授与される学位が適切に認識・評価されるよう努めています。併せて大学等と 

連携し社会からの期待と信頼に応えられる高等教育の実現を目指しています。 

これらの目的を達成するために、機構では学位授与事業、評価事業、施設費貸付・交付事業、 

質保証連携、助成事業等を実施しています。 

助成事業 

国から交付される補助金により基金を設け、文部科学大臣が定める基本指針に即して 

助成業務の実施方針を定め、基本指針及び実施方針に基づき、大学や高等専門学校に対して

中長期的な人材育成の観点から特に支援が必要と認められる教育研究の分野の学部等の 

設置その他組織の変更に必要な資金に充てるための助成金の交付を行います。 

質保証連携 

大学における質保証を支援するため、大学等と連携して国公私立大学の教育情報を公表・ 

活用する大学ポートレートを運用しています。 

また、質保証に関わる人材の能力向上を目的としたプログラムを開発しており、さらに、 

国内外の質保証機関等と連携・協力した活動にも取り組んでいます。 

施設費貸付・交付事業 

国立大学法人、大学共同利用機関法人及び独立行政法人国立高等専門学校機構の 

施設整備等に必要な資金の貸付・交付等を行っています。 

国立大学法人等の施設整備等を安定的に実施し、教育研究環境の整備充実や財務・経営の

改善を支援しています。 

評価事業 

大学を始めとした高等教育機関による教育研究活動の質が向上するよう、大学等への 

第三者評価を行っています。 

事業の実施に当たっては、大学関係者等の参画を得て高い専門性による客観的な評価を 

行っており、大学等が相互に質を高められるようにしています。 

学位授与事業 

広く社会で行われている高等教育段階の様々な学習の成果を評価し、大学の学部・大学院の

修了者と同等の学力を有すると認められる学習者に対して、学位（学士、修士、博士）を授与して

います。 

日本では法令により、大学と機構のみが学位を授与することができます。 



 

 

■ 参考情報 ■ 事業内容等、更に詳しい情報を確認されたい方は、こちらをご覧ください。 

○機構概要 https://www.niad.ac.jp/about/outline.html 

○大学の評価について https://www.niad.ac.jp/evaluation/ 

○学位授与について https://www.niad.ac.jp/n_gakui/ 

○国際事業について https://www.niad.ac.jp/consolidation/international/ 

○大学の教育情報の公表・活用について https://portraits.niad.ac.jp/ 

○国立大学の運営基盤強化促進、施設費貸付・交付について https://www.niad.ac.jp/support/ 

○大学・高専機能強化支援事業について https://www.niad.ac.jp/josei/ 

 

 

機 構 監査室

管理部 総務課

会計課

国立大学施設支援課

学位・国際事業部 学位審査課

国際課

評価事業部 企画調整課 国立大学評価室

評価支援課

助成事業部 事業推進課

助成課

研究開発部

大学ポートレート・大学情報基盤センター 大学ポートレート・大学情報基盤センター事務室

高等教育資格承認情報センター 高等教育資格承認情報センター事務室

組織図 
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https://www.niad.ac.jp/n_gakui/
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機構が求める人材 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機構長メッセージ 

我が国の高等教育の更なる発展のために 
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構は、平成 28年４月に大学評

価・学位授与機構と国立大学財務・経営センターが統合し設立されました。 

当機構は、大学等高等教育機関の教育研究活動の質の向上や運営基

盤の強化促進、教育研究環境の整備充実を支援するとともに、多様な高等

教育の学習機会の発展に寄与することを目的として活動しており、設立以

来、国立大学等への施設費貸付・交付、認証評価、国立大学教育研究評

価、国公私立大学の教育情報の公表、これらの業務に関連する調査研究な

ども含め、高等教育に係る社会的要請の高い課題に果敢に取り組み、我が

国の政策目標達成に欠くことのできない法人として、高等教育の発展の一

翼を担い続けています。 

 

 

現在、我が国の社会はあらゆる側面において目まぐるしく変化し、高等教育も大きな転換期を迎えて

います。 

こうした状況の中、当機構では、デジタル・グリーン等の成長分野をけん引する高度専門人材の育成

に向け、当該成長分野の学部等の設置促進を目的とした大学・高専機能強化支援事業を令和５年度

から開始するなど、当機構が果たすべき役割は、一層大きなものとなってきています。 

業務の詳しい内容等は、本採用案内やウェブサイトをご覧いただければと思いますが、当機構にはこ

れらの業務を通じて、我が国の高等教育の更なる発展に貢献できる多様なフィールドが用意されてい

ます。また、大学等の教育研究活動の現在の課題や管理運営上の課題、さらには国内外の高等教育の

質の確保に向けた動向など、幅広い知識、経験を得ることも可能です。 

私たちは、新たな視点・角度から意欲を持って職務に取り組む人材を求めています。 

皆さんの応募を強く期待しております。 
 

機構長 服部 泰直 

チャレンジ精神旺盛 意欲のある方 

日本の大学を世界で通用するよう支援したい方 

教育環境の整備充実に関わりたい方 

変革を恐れず、新しいことにチャレンジできる方   etc. 



先輩職員の仕事紹介 
 

評価事業部評価支援課 

専門職員（法科大学院認証評価担当係長級） 
（経歴） H24.08 長崎大学（採用） 

 H28.04 文部科学省（行政実務研修） 

 H31.04 文部科学省 

 R03.04 長崎大学 

 R04.04 評価事業部評価支援課 

 R05.04 助成事業部助成課 

 R07.04 評価事業部評価支援課 
 

私の仕事風景 

 
打合せ内容や気づきをすぐに記録できるよう、

普段からノートを持ち歩くようにしています。 

  
現在担当している仕事 

大学等の教育研究活動等の状況について評価を行う

認証評価業務を行っており、その中でも法科大学院の分

野別認証評価に関する業務を担当しています。 

 

仕事のやりがいや面白さ 

もともと大学と関わる仕事がしたいと考えていたので、

認証評価業務を通して受審大学と作業を進める中で、自

分の業務が高等教育の発展に貢献できていることを日々

実感しており、大きなやりがいを感じています。 

また、実際に受審大学へ出向く訪問調査では、現場の

声を直接伺うことができ、自身の学びや成長にもつながっ

ています。 

 

どのような人といっしょに働きたいか 

今の部署では、機構内の教員との調整や大学の担当者

とのやり取りが中心となりますので、人とのコミュニケーショ

ンを大切にし、前向きな気持ちで仕事に取り組める方と一

緒に働きたいと考えています。 

また、評価業務では細かい作業も多くなりますので、何

事にも粘り強く丁寧に取り組むことができる方に向いてい

る職場だと思います。 

 

機構を志望する後輩へ一言！ 

今の部署の組織目標にも掲げられているとおり、業務効

率化への取組や研修制度が充実しているほか、休暇取得

や在宅勤務などワークライフバランスの実現に向けた環境

も整っており、とても働きやすい職場だと感じています。 

また、機構には優しい職員ばかりで、周囲に相談しやす

い雰囲気があるため、安心して働くことができます。 

ぜひ私たちと一緒に働いてみませんか。 

ある１日のスケジュール 

  

9:00 

 

出勤 

メールやチャットの確認を行い、対応が

必要なことがあれば対応します。 

また、１日のスケジュールを確認します。 

 

10:00 

 

会議開始 

担当している会議の運営をします。 

 

12:00 

 

昼休み 

 

13:00 

 

研究開発部教員との打合せ 

次回の会議資料についての相談や、進

行の確認を行います。 

 

15:00 

 

評価作業に関わる業務 

大学からの問合せ対応や、提出書類

の確認作業を行います。 

 

17:45 退勤 

退勤前には翌日の業務やスケジュール

の整理をします。 

  
  

私はこれでリフレッシュ！ 

登山が好きなので、休日は仲間と

登山に出かけたり、長期休暇が取得

できるときは海外旅行に出かけたり

と、アウトドアな休日を過ごしてリフ

レッシュしています。 

また、お酒も好きなので、週末には

友人と飲みに出かけることが多いで

す。 

 

https://www.niad.ac.jp/evaluation/certification_evaluation/graduate_certification/
https://www.niad.ac.jp/evaluation/certification_evaluation/graduate_certification/


先輩職員の仕事紹介 
 

評価事業部企画調整課国立大学評価室 

達成評価第２係員 
（経歴） R02.11 管理部学位審査課（採用） 

 R06.04 文部科学省（行政実務研修） 

 H07.04 評価事業部評価企画課国立大学評価室 

 R08.04 評価事業部企画調整課国立大学評価室（組織再編） 
 

私の仕事風景 

 
業務では多岐に渡る書類を確認するため、 

モニターを２台使用しています。 

  
現在担当している仕事 

機構で行う評価事業のうち、国立大学法人等の教育・

研究に関する評価の業務を担当しています。主な業務内

容は、各法人から提出された評価関係書類の内容確認及

び評価委員との評価作業に関する各種調整、評価事業に

関わる会議の運営、法人からの問合せ対応等です。各業

務を実施するにあたり、国立大学法人等の評価担当者や

外部委員の先生方、機構内の教員等、多方面の関係者と

連絡調整を行います。 
 

仕事のやりがいや面白さ 

法人評価業務を通して、国立大学法人等の教育の質の

向上、ひいては日本の高等教育の発展に携わることがで

きることに魅力を感じています。また、評価作業に関する連

絡調整や会議の運営を行う中で評価担当委員の先生方

の「評価者」としての視点や高等教育に対する思いに触れ

ることができる点も自らの業務に対する姿勢ややりがいに

繋がっています。 
 

今後の目標や将来のイメージ像 

まずは国立大学法人等の教育・研究に関する評価に関

して深く見識や知見を積んでいきたいです。国立大学や各

研究機関を取り巻く環境は日々変化しているため、評価機

関として各法人の強みや魅力を引き出すことで高等教育

の質の向上に貢献したいと考えています。 
 

機構を志望する後輩へ一言！ 

機構では、学位授与事業や評価事業、助成事業など高

等教育に関わる様々な事業を行っています。高等教育を軸

として多岐に渡る分野に携わりながら、日本の高等教育の

質の向上という目標を通じて社会の発展に貢献できること

が機構の職員として働く魅力の一つだと思います。 

ある１日のスケジュール 

  

9:00 

 

出勤 

メール及びスケジュールの確認 

急を要する依頼や当日中に対応すべき

案件について確認した後、１日のスケ

ジュールを立てます。 

 

9:30 

 

各国立大学法人等から提出された

評価関係書類の内容確認及び評

価委員への送付 

各法人から評価に関する書類（達成状

況報告書）が提出されるため、事務的

な内容確認を行います。確認後は、評

価関係書類を評価委員へ送付します。 

 

12:00 

 

昼休み 

 

13:00 

 

会議運営の準備 

評価事業に関わる各種会議の運営担

当者として、資料作成や関係者との連

絡調整・打合せ等、会議の円滑な運営

に向けた業務を行います。 

 

17:45 退勤 

  
  

私はこれでリフレッシュ！ 

音楽を聴くことが好きなので、通

勤時間には必ず音楽を聴いていま

す。 

また、年休を利用し、旅行を兼ねて

遠方まで好きなアーティストのライブ

へ足を運ぶこともあります。 

 

https://www.niad.ac.jp/evaluation/research_evaluation/kokuritukyoudou/
https://www.niad.ac.jp/evaluation/research_evaluation/kokuritukyoudou/


先輩職員の仕事紹介 

 

学位・国際事業部学位審査課 

審査支援係員 
（経歴） R07.04 管理部学位審査課（採用） 

 R08.04 学位・国際事業部学位審査課（組織再編） 
 

私の仕事を象徴する一枚 

 
合格者の方々にお渡しする学位記です。 

大切な 1枚となるよう、丁寧に作成しています。 
  

現在担当している仕事 
学位（学士、修士、博士）を授与する学位授与事業のう

ち、主に「学士」の学位を授与する業務に携わっています。

主な業務内容としては、学位授与申請者のデータ管理を

行うほか、学位授与試験（小論文試験）に関して、委員の

先生方への問題作成や採点の依頼、試験問題の取りまと

めを行っています。また、合格者の方々にお渡しする学位記

の作成・発送業務も担当しています。 

 

仕事のやりがいや面白さ 
「学士」の学位は、日本では大学と機構のみが授与でき

るものであり、その事業に携われていることに大きなやりが

いを感じています。また、学位授与申請者の方々は年齢や

経歴などが一人ひとり異なり、多様な背景を持っているた

め、それぞれの学びを支える業務に意義を感じます。こうし

た業務を通じて、生涯学習の発展に貢献できる点も大きな

魅力の一つです。 

 

職場の雰囲気 
学位審査課では、学位の審査や学位授与試験に関する

業務など、課内全員で協力して行う業務が多いため、日常

的にコミュニケーションが取りやすく、課全体で一丸となっ

て仕事に取り組める環境です。また、歓迎会や送別会など

を通じた職員同士の交流もあり、日頃の円滑なコミュニ

ケーションにつながっていると感じています。 

 

機構を志望する後輩へ一言！ 

機構では、さまざまな事業を通じて高等教育に貢献する

ことができます。また、職場には話しやすく、優しい方が多い

ため、働きやすい環境が整っており、安心して業務に取り組

める職場だと感じています。 

ある１日のスケジュール 

  

9:00 出勤 

メールやチャットを確認して、その日の

スケジュールを把握し、１日の計画を立

てています。 

 

9:30 小論文試験採点依頼 

小論文試験の採点に関する書類の発

送準備や委員の先生方へのメール送

信を行います。 

 

12:00 昼休み 

 

13:15 学位記作成業務 

学位記の作成にあたり、業者との調整

や内容の確認を行います。 

 

15:00 アンケートの集計 

学位取得者アンケートの結果を集計

し、取りまとめを行います。 

 

17:45 退勤 

  
  

私はこれでリフレッシュ！ 

休日や年休を利用して、旅行に出

かけることが多いです。リフレッシュ

休暇や大型連休には、地元への帰

省や、海外旅行を楽しみながらリフ

レッシュしています。 

 

https://www.niad.ac.jp/n_gakui/tsumiage/get_degree/


先輩職員の仕事紹介 
 

助成事業部事業推進課 

渉外係員 
（経歴） R06.04 助成事業部事業推進課（採用） 

 

私の仕事を象徴する一枚 

 
令和７年度の機能強化会議で使用した立て看

板です。356名にご参加いただきました。 

  
現在担当している仕事 
大学・高専機能強化支援事業では、特定成長分野の学

部等の設置等を促進することを目的に、学部再編や学科・

コースの設置・増員等を行う大学等に対し助成金の交付

を行っています。このうち、選定校から提出された報告書を

元に進捗状況の確認や現地調査等を行う、フォローアップ

業務を担当しています。また、選定校同士の連携の促進を

目的に、年に一度、大学等の理系転換・拡充による人材育

成機能強化会議を開催しています。この他、助成事業の広

報活動にも取り組んでいます。 

 

仕事のやりがいや面白さ 

現地調査で実際の大学の取組や学生の話を見聞きし

た時や、様々な広告媒体で選定校の広報を目にした時な

ど、自身の仕事が学生の学びや社会に繋がっていると実

感でき、特にやりがいを感じました。 

 

今後の目標や将来のイメージ 

積極的に知識を吸収し、またスキルを習得することを今

後の目標にしています。着任当初から、周囲の方々が持つ

知識量や技術の高さ・多様さに驚くことばかりでしたが、そ

の一員になることを目指しています。 

 

機構を志望する後輩へ一言！ 

機構の特徴の一つとして、プロパー（機構採用）職員以

外に、大学等から出向されている方も多く働いています。そ

の分、異なる経験を持つ人が集まっていて、興味深い話を

聞けることも多いです。自身の部署も他の部署も、話しやす

い雰囲気の方が多い印象ですので、相談しやすい環境だ

と思います。 

ある１日のスケジュール 

  

9:00 出勤 

メール・チャットの確認 

報告書に関する問合せ、その後の調査

についてなど、メールで外部の方とやり

取りをすることが多いです。 

 

12:00 

 

昼休み 

昼食は外にランチに行く方、お弁当を

持参する方など様々です。 

 

13:15 

 

係内打合せ 

特に業務の流れが次の段階に移る時

などは、確認や説明のために事前に打

合せをします。業務改善の相談では、

新たな発想や若手の意見が採用され

ることもあります。 

 

14:30 

 

報告書の確認・集計 

報告書について、内容確認の他、AI を

活用してデータ収集整理の自動化を

図っています。報告書やとりまとめ結果

はウェブサイトでも公表しています。 

 

17:45 退勤 

  
  

私はこれでリフレッシュ！ 

周辺に様々な飲食店が多くあるのが

竹橋オフィスの魅力の一つです。 

美味しいものが好きなため、終業後

や休日に周辺を散策し、新しいお店の

開拓や、お気に入りのお店を訪れるな

ど、竹橋ライフを満喫しています。同僚と

食事に出かけることもあります。 
 

https://www.niad.ac.jp/josei/
https://www.niad.ac.jp/josei/event/
https://www.niad.ac.jp/josei/event/
https://www.niad.ac.jp/josei/report/follow-up/


若手職員の声 

 
◆学位の授与や認証評価といった機構独自の事業や、あまり馴染みのなかった業務に 

興味があったから 

◆各機関単位ではなく、高等教育全体に貢献できるところが魅力的だったから 

◆業務が幅広く、色々な仕事に挑戦できそうだと思ったから 

 

 
◆日本の高等教育の状況について学び、情勢を理解できること 

◆「この方の下で働き続けたい」と思えるような尊敬できる方に囲まれて、日々の業務に 

携われていること 

◆自分が携わっている業務が、社会や学位授与申請者の方々のキャリア等に直接良い影響を 

与えていることを実感できたこと 

 

 
◆ウェブ会議やチャット等、オンラインツールの利用が活発で、ＤＸ化が進んでいた 

◆１年目の早い段階から担当者として意見を求められ、しっかりと業務を任せてもらえた 

◆髪型や服装の自由度が高く、お洒落な方も多い 

 

 
◆穏やかで優しい方が多い 

◆機構外の方に業務内容を説明するのが難しく、組織のイメージを持ってもらいづらい 

 

 
◆休暇を取得しやすい環境で、周囲の職員も休暇取得への意欲が高い 

◆超過勤務の多い時期・少ない時期がはっきりしているため、予定を立てやすく、退勤後も 

自分の時間を持つことができる 

◆早出遅出勤務や在宅勤務を活用し、生活スタイルに合わせて仕事ができる 

◆竹橋オフィス周辺はお店が充実しており、午後に休暇を取得して古書店や飲食店を巡ることも 

◆リフレッシュ休暇制度を活用し、まとまった休暇を取得して長期の旅行に行く予定 

 

Q 
１ 機構に就職を決めた理由は？ 

Q 
2 機構に就職してよかったと感じたことは？ 

Q 
3 就職前後でギャップを感じたことは？ 

Q 
4 就職前後でイメージ通りだったことは？ 

Q 
5 

ワークライフバランスについて感じていることや 

休暇の過ごし方は？ 



 

 

 

 

 

 

研修・自己啓発支援等 
機構では、採用後のスキルアップを図るため独自又は他機関主催の研修や、自発的な能力開発を

助成する制度を整備しており、自ら学ぶ意欲のある職員を支援しています。 

 大学等の質保証に関する研修 語学研修  

 機構が実施する大学評価、学位授与等の高等教育の

質保証に係る業務に関する知識の獲得を目的とした

職員研修を行っています。 

機構職員として必要な英語能力を培っていくため 

語学研修を実施しています。 

 

 他機関主催の研修 パソコン研修  

 他機関主催の初任職員研修、中堅職員研修、 

係長研修等の階層別研修を受講できます。 

このほか、会計事務研修や人事・労務、広報、 

産学連携等の専門分野別研修にも参加できます。 

デジタル庁の研修を利用した e-ラーニングを四半期

ごとに実施しています。 

Excel や情報リテラシー、情報セキュリティ、個人情報

保護等に関する研修を受講できます。 

 

 放送大学研修 研修等の助成  

 放送大学の授業科目のうち、大学マネジメントや簿記

など、職務遂行上関連があると認められる科目を受講

できます。 

職員の自発的なスキルアップを支援するため、職員が 

自主的に行う研修（資格取得のための講座受講等）

に対して一部費用を助成する制度があります。 

 

 その他   

 ・国立大学法人等への人事交流 

・文部科学省への研修（行政実務研修） 

  

多様な働き方への取組 

機構では、すべての職員が働きやすい職場づくりを推進することによって、職員がその能力を十分に

発揮できるよう取り組んでいます。 

主な取組として、妊娠、出産、育児、介護支援に関する制度の整備・充実や所定外労働時間の縮減、

定時退勤の推進、年次有給休暇・連続休暇の取得促進等を実施しています。 

 取組の一例    

 リフレッシュ休暇 在宅勤務 早出遅出勤務  

 心身の健康の維持及び増進等の

た め 、 年 次 休 暇 と は 別 に 

一事業年度に４日間（休日を除き

原則連続）取得できます。 

職員の事情や勤務の状況に 

応じて、在宅で勤務する日を設ける

ことができます。 

職員の事情や勤務の状況に 

応じて、始業・終業時刻を繰り上げ

又は繰り下げて勤務することが 

できます。 

 

 育児休業／介護休業 子の看護等休暇 その他各種制度/休暇など  

 子が３歳になるまで（介護休業は

常時介護を必要とする状態の家族

の介護のため）、一定期間休業 

することができます。 

小学校３年生までの子を養育する

場合、年５日の看護等休暇が認め

られます（対象となる子が２人以上

の場合は１０日）。 

ほかにも育児短時間勤務制度 

（所定勤務時間を短縮して勤務）

や結婚休暇、永年勤続者休暇 

など 、各種支援制度、休暇が 

あります。 

 



キャリアパス 
概ね３年のサイクルで人事異動により、複数の部署を経験します。また、人事交流で近隣の 

国立大学法人等へ出向することもあります。 

機構では、「事務系職員人材育成ポリシー」を策定し、プロフェッショナルな職員の育成に計画的・ 

組織的に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

アクセス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

係員 主任
係長・

専門職員

課長補佐・

専門員
課長以上

この図は一例です 

小平本館 
一橋大学小平国際キャンパス内 

 

〒187-8587 

東京都小平市学園西町 1-29-1 

最寄駅：一橋学園駅（西武多摩湖線） 

竹橋オフィス 
学術総合センター 10F 

※助成事業部のみ 

 

〒101-8438 

東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 

最寄駅：竹橋駅（東京メトロ東西線） 

 

お問合せ先 
管理部総務課 採用担当 
〒187-8587 東京都小平市学園西町 1-29-1 

TEL： 042-307-1500（代表） 

E-MAIL： saiyo@niad.ac.jp 

URL： https://www.niad.ac.jp/ 

 

https://www.niad.ac.jp/

